
＜特徴のある宿１３＞
2 　　岩手県　　　国見温泉　　石塚旅館

　緑色の湯の宿
硫黄泉と炭酸水素塩泉二つの効能を持ち硫黄泉の中でも、硫化水素型になる。湯色は珍しい緑色で有名。

1 　　長野県　　熊の湯温泉　熊の湯ホテル 源泉100%掛け流し黄緑色の温泉で硫化水素の匂いが強く、湯の花がたくさ ん沈澱している。
源泉50度、毎分200L湧出。主に登山客、温泉マニア（特殊な湯質ゆえ）、湯治客（湯治施設あり）に

硫黄やマグネシウムを多く含む黄緑色の湯は、口に含むと強烈な苦味がある。 人気がある。
色はその日の天候や気温により、乳緑色や緑かかった透明になる。 　
透明度が高い緑色を見るには、早朝や深夜がおすすめ。 　

　
　

　

湯は佐久間象山に発見されたと伝えられ、志賀高原最古ともいわれている。

3 　　　　岐阜県　　　福地温泉　　　元湯孫九郎 標高850ｍ、駒ケ岳5合目にある。雪と閉ざされる11月上旬～５月上旬は営業していない。

奥飛騨温泉郷の湯で緑に濁るのはこの宿の露天風呂だけ。露天には成分の違う２本の源泉を混合して注いでいる。
どちらも無色透明だが、互いの成分が反応して発色。新湯の入れ替えでは満水になる頃に完全に緑褐色に変わっている。 4 　　　鹿児島県　　　妙見温泉　　おりはし旅館
温泉の歴史は古く、約1000年前、時の村上天皇が病気療養した古湯で別名「天皇泉」とも呼ばれている。

この宿は妙見温泉でも最も古い。
５種の風呂に源泉は３本、どれも鉄分を含んでいて成分は
似ている。
緑白色に濁るのが露天風呂。

自然に囲まれた約７万坪の広い敷地には大正時代の
建築の本館、２棟の離れ「樟庵」・「有楽」、
自炊棟、別館「山水荘」、露天風呂などが点在している。




